
 

新
 

【韓国

先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で

かからず世界株安の連鎖が広がる中、投資家がリスクオフの姿勢を強めた。米株急落を受け、総合指数は
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は、世界の株式市場で米株急落をきっかけとした動揺が
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2.2％（市場予想：

ス業は 55.1（市場予想：

指数は週央に戻す場面もあったが

6.8％安の 1185.79

引を終了した。ロシア中央銀行は

引き下げ、7.50

国株と原油相場の動向次第では戻り
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先週の動き／今週の展望

VN 指数は週間で

原油安を受け

（テト）の連休で休場となることも持ち高整理を急がせた。

週間を振り返ると、

5.1％安と下落幅を拡大

に 1000 ポイント

いで一時、3％超の戻りを見せたが、軟調な原油相場も重しと

なり、週後半には

後に 973.78 ポイントまで値を崩し、前日比

ポイントで終
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【先週の動き／今週の展望】

安、今週は

ジャカルタ総合指数は週間で

落した影響で総じて軟調な値動きだった。週初の
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